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  ～「アジア善隣物流」で日本とアジアの協働・共創プラットフォームを！～ 

アジア・シームレス物流フォーラム(ASLF)2018、 

11,300人余の来場者を迎え盛会裡に終了 
  https://mf-p.jp/aslf/ 

＜標準化/見える化/安全・環境・強靭化/IoT,AI 他先端技術活用＞ 

               

＜後援・協賛＞ 

国土交通省、経済産業省、在東京タイ王国大使館、駐日ベトナム社会主義共和国大使館、 

日本貿易振興機構、国際協力機構、日本経済団体連合会、日本ロジスティクスシステム協会、 

日本物流団体連合会、日本パレット協会、日本海事新聞社、海事プレス社  ほか計28団体  

＊ 

    2018年 5月 17日・18日、東京流通センター(TRC） 

///////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////////// 

     

一般社団法人 日本マテリアルアルフロー研究センター(JMFI)は去る 5月 17日(木)・18日(金)の両日、東

京流通センター（東京都大田区平和島）において「アジア・シームレス物流フォーラム 2018」(ASLF2018)を開

催。両日の来場者は11,348名と、前回の10,765名を約600名上回る盛会となり、会場は連日、活気に包ま

れた（写真＝にぎわう受付と展示会場）。 

 

同フォーラムは2012年に流通研究社の主催で第1回を開催、2017年の第6回より JMFI の主催、流通

研究社が企画・運営担当となり、JETRO、JICA を初めとする関連団体に加え、国土交通省、経済産業省の

後援も得て新たにスタート。7回目の開催となる今回のフォーラムでは、2フロアの会場に約200小間規模で

物流シームレス化・見える化・安全、また自動化・省人化を支援する IoT/AI/ロボティクスなど最新製品・サ

ービスの展示が繰り広げられた。今回はロボティクス、自動搬送などの実機展示も増え、多くの来場者が先

端技術情報に触れる機会となった。 

４か所のセミナー会場では、注目課題・最先端テーマを網羅し、2日間で全24セッション・80本相当のセミ

ナーとパネルディスカッションを実施。うち10本のセッションが事前に満員御礼となり、当日は立ち見の参加

者も押し寄せる盛況となった。アジア・ASEAN連携ではチャイナ、タイ、ベトナム、インドと、インドネシア、フ

ィリピン、マレーシアのセッションを設置しコンテンツを拡充。ロボティクス/AI、IoT/ブロックチェーンなど先端

https://mf-p.jp/aslf/


技術、協働プラットフォーム、ダイバーシティなどのテーマセミナーも好評で、内容にも高い評価が寄せられ

た（写真＝満場の来場者が押しかけたセミナーの模様）。 

◆セミナー内容一覧はこちら⇒https://mf-p.jp/aslf/seminar/ 

 

 

 開会式で国交省、経産省の審議官が祝辞  

初日の5月17日(木)の朝に開かれた開会式では、初めに主催者挨拶として（一社）マテリアルフロー研究

センター(JMFI)会長の大庭靖雄が立ち、「今や我が国の経済活動は、力強い発展を続けるアジア諸国の活

動と一体化しつつあり、国境を越えたサプライチェーンの構築が進みつつある。政府は昨年夏閣議決定の

総合物流施策大綱において、『アジアを中心としたサプライチェーンのシームレス化・高付加価値化』を重点

事項として掲げたが、本フォーラムはまさにこの方針に沿うものとなるよう、企画・実行委員会での熱心な討

議を受け、流通研究社の企画・運営で構成された。（中略）本フォーラムは年々大きく発展し、今回も２４のセ

ッションが用意され、注目の機関、企業・講師が勢揃いするほか、約８０の企業や団体が２００小間規模の出

展を行う。来場者におかれては意義ある情報を持ち帰り、成果を生かしていただきたいと念願している」（大

意）と述べた。 

 

次に来賓挨拶に立ったのは国土交通省 物流審議官の重田雅史氏と経済産業省 大臣官房審議官の小

瀬達之氏で、両氏は日本とアジアの産業経済・物流がより緊密につながりあう中で、シームレス化の可能性

を追求する本フォーラム開催の意義は大きく、その発展の内容充実に期待していることを相次ぎ表明。 

 

最後にASLF2018企画・実行委員を代表し、キヤノン(株) ロジスティクス統括センター上席の福森恭一氏

が立ち、講師や後援・協賛団体、出展社各位の協力に謝意を表しつつ、委員会で日本からアジア・ASEAN

に至る横の広がりとともに、先端技術・企業連携など物流課題解決へのソリューションを深掘りした縦の広

がりを合わせもった企画立案に努めたことを紹介。「アジア・シームレス物流フォーラム2018を開会いたしま

す！」の力強い開会宣言とともに、2日間のフォーラムは幕を開けた。 

 



 

▲開会式の模様／左から JMFI・大庭会長、国交省・重田審議官、経産省・小瀬審議官、福森企画・実行委員代表 

 

▲展示会場を一巡する会長・来賓一行 

 

 オープニング・レセプションではタイ、ベトナム大使館が友好の挨拶  

 初日夕刻に開催されたオープニング・レセプションには、出展各社を初め講師、協賛・後援団体、企画・実

行委員など関係者約100名が参集。初めにフォーラム実行統括のJMFI常務理事の菊田一郎（㈱流通研究

社 代表取締役社長）が参加各位への謝辞を述べた後、タイ王国大使館工業部のバウォン・サッタヤウティ

ポン公使参事官が立ち、「過去3回のフォーラムに参加してきたが、毎年大きく発展を続けてこられたことを

心から喜びたい。タイとしてもアジアのロジスティクス・ハブを目指し国として物流シームレス化に注力してお

り、今年も当大使館と来日したタイ工業連盟に講演の機会を頂いた。フォーラムの成功と一層の発展を祈念

して」と乾杯の発声―行い、和やかな歓談のひと時となった。 

 最後に中締めの挨拶に立ったのは、駐日ベトナム社会主義共和国大使館のチャン フィ ザン 二等書記

官。同氏は今年が日越外交関係樹立45周年の佳節であることを紹介しつつ、物流分野でも日本と一層の

交流・連携を進めていく計画だと熱く語り、大きな拍手の中で散会となった（写真左は挨拶するバウォン氏、

右がチャン氏）。 

 



                             ＊ 

 なお、アジア・シームレス物流フォーラム2019は今回同様、東京流通センターで2019年5月16日(木)・17 

日(金)の両日、開催する予定。問い合わせなどは下記の企画・運営事務局まで。 

 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――-―――― 

 

【掲載紙誌送付・本リリースに関するお問い合わせ・写真データの申込み先】 

＜主催・リリース発行＞ 

一般社団法人 日本マテリアルフロー研究センター 事務局 

〒171-0022 東京都豊島区南池袋 2-47-6 パレス南池袋 202 

TEL: 03-3988-2671 FAX: 03-6825-5565 Eメール: info@ryuken-jmfi.or.jp  https://ryuken-jmfi.or.jp/ 

 

 お願い  

＊本リリースを掲載頂けましたら、掲載誌紙を上記までお送り下さいますようお願い申し上げます。 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――-―――― 

 

 

 

＜ASLF2019企画に関する問い合わせ先＞ 

株式会社 流通研究社 

アジア・シームレス物流フォーラム 企画・運営事務局 

〒171-0022 東京都豊島区南池袋 2-47-6 パレス南池袋 201 

TEL. 03-3988-2661  FAX.03-3980-6588  eメール；info@mf-p.jp  http://www.mf-p.jp  
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